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島根県江津市に暮らす中高年者の死生観と
終末期療養ニーズに関する意識調査

伊藤　智子・加藤　真紀・阿川　啓子
諸岡　了介＊・浅見　　洋＊＊

概　　要
　日本では全国的に，高齢社会の進展，家族機能・地域共同体の衰退等に
対応して，終末期療養に関する市民の関心が高まっている。本調査では，
全国的にも少子高齢化が進む島根県の江津市に暮らす市民の死生観と終末
期療養ニーズの実態について調査を行った。その結果，江津市の中高年者
の理想とする死にとって重要なことは「周囲に迷惑をかけない」「苦痛が
少ない」「闘病生活が短い」こと，女性は男性に比べて，終末期療養場所
を「自宅以外」に求め，家族に依存しない医療に期待していることがわかっ
た。周囲に迷惑をかけずに，最期まで生活の質を大事にしたいというニー
ズに対応した終末期ケアについて検討が必要である。
キーワード：理想とする死，終末期療養，中山間地域，意識調査　

Ⅰ．研究目的

　高齢化社会の進展，家族・地域共同体の衰退，
人権意識の高まり等に対応して，今後の医療，
介護現場，特に高齢者ケア，終末期ケアの臨床
現場では，益々個人や地域共同体のニーズ，精
神的安寧（Spiritual Well-being）に配慮したケ
アが提供される必要性が高まっている。そのよ
うな状況の中，終末期ケアに対する関心もまた
高まりを見せている（鈴木，2011）。今後各地
域で，満足して一生を終えるあり方として，人
生の最期をどこで暮らすのか，どのような暮ら
し方を望むのかという療養ニーズを把握し，そ
れに対応した政策づくりが必要である。全国
的には厚生労働省が平成 10 年から終末期療養
のあり方に関する調査を行っているが（厚生労
働省，2004），全国調査のため，地方での実態
は明らかではない。終末期療養ニーズは地域の
違いで様々な特徴があると思われる。そして，

その特徴に合わせた対応やケアのあり方が今後
重要になると考えられる。
　この度，全国的にも少子高齢化が進む島根県
の中山間地域に暮らす市民の死生観と終末期療
養ニーズの実態について調査を行った。今回は
その結果の一部を報告する。

Ⅱ．研究方法

１．調査方法
　調査票「死生観と終末期療養についての意識
調査」を作成し，島根県江津市の市街地を除く
地域に暮らす 40 歳から 79 歳までの住民 800 名
に対し郵送調査を行った。対象者は住民台帳か
ら無作為に抽出した市民である。対象者には調
査用紙と共に協力のお願いに合わせて個人情報
の厳重な取り扱いについての文書を同封した。

２．調査内容
　調査票は，厚生労働省の「終末期療養に関す
る調査」を参考に，独自の自記式質問紙を用い
た。調査内容は対象者の属性（年齢・性別・同
居家族・健康状態・介護経験・死別体験），死
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生観（死に対する不安感・尊厳死・理想的な死），
終末期療養生活について（告知の希望・自分が
療養したい場所・在宅死の実現可能性・在宅死
を実現可能にする要因）である。
　解析ソフトは，SPSS18.0J for Windows を用
い，療養したい場所「自宅」「自宅外」と性別，
年代，同居人数のχ 2 検定を行った。危険率は
５％未満を有意水準として採用した。

３．倫理的配慮
　研究の実施については島根県立大学短期大学
部倫理審査委員会の承認を得た。調査対象者の
抽出にあたっては，江津市住民基本台帳の閲覧
に関する規程に基づき「住民基本台帳閲覧申出
書」に必要資料を添付し，手続きを行い，承諾
を得た。また，データの目的外使用をしないこ
とについて市長宛に契約書を提出した。抽出作
業は江津市役所庁舎内の指定された場所にて
行った。調査用紙の郵送には，協力の依頼文中
に，回答は自由意思であること，無記名である
ことを明記した。

Ⅲ．研究結果

１．回収率及び対象者の属性
　回収数 362，回収率 45.3％，有効回答数 350

（40 代 76 名，50 代 78 名，60 代 103 名，70 代
93 名），男性 152 名（43.4％），女性 197 名（56.3％）
だった。年代別の数は，60 代が最も多く，103
名（29.4％），最も少ない年代は 40 代の 76 名

（21.7％）であった。家族の人数は，2 人家族が
最も多く 135 名（38.6％），6 名以上の家族が最
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表１．対象者の基本属性

項目 人数 （％）

性別　 男性 （ ）

女性 （ ）

年代 平均年齢

40歳代 （ ）

50歳代 （ ）

60歳代 （ ）

70歳代 （ ）

同居人数 1人 （ ）

2人 （ ）

３人 （ ）

４人 （ ）

５人 （ ）

６人以上 （ ）

各項目の有効回答のみ表示

　56.1±10.99

表１　対象者の基本属性

表２　対象者の基本属性表２．「理想的な死」にとって重要な事柄（複数回答）

苦痛が少ないこと （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

それまでの人生に悔いがないこと （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

闘病生活が短いこと （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

死ぬ準備を済ませていること （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

家族や親しい人に最期を看取られること （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

出来る限り長生きをした後の死であること （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

周囲に迷惑をかけないこと （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

あまりお金をかけないこと （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

自然な死であること （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

性別（％） 年代別（％） 同居人数別（％）

全体 男性 女性 40代 50代 60代 70代 １～２人 ３～４人 ５人以上

n＝346

も少なく 22 名（6.3％）であった（表１）。

２．理想的な死にとって重要なこと
　理想的な死にとって重要であると思うことを

「苦痛が少ないこと」「それまでの生活に悔いが
ないこと」をはじめとする 9 項目で回答を求め
た（複数回答可）（回答項目は表２を参照）。全
体では「周囲に迷惑をかけない」が 257 人（74％）
と最も割合が高く，次いで「苦痛が少ないこと」
237 人（68％），「闘病生活が短いこと」198 人

（57%）であった。性別にみると，男女とも全
体での割合と順位が同様であり，「周囲に迷惑
をかけないこと」が男性 108 人（72%），女性
148 人（76％），「苦痛が少ないこと」が男性
105 人（70％），女性 131 人（67％），「闘病生
活が短いこと」が男性 84 人（56％），女性 113
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図１　療養場所の希望理由（複数回答）

表３　療養したい場所の比較表３：療養したい場所の比較

項目

人数 （％） 人数 （％） p値

性別　 男性

女性

年代 40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

同居人数 1-2人

3-4人

5人以上

*　ｐ＜0.05

＊

自宅 自宅以外

人（58％）であった。また，この 3 項目の順位は，
年代別，家族人数別でも性別と同じ傾向だった。

３．療養したい場所
　療養したい場所を「自宅」「近親者の家」「福
祉施設」「病院（一般病棟）」「病院（ホスピス・
緩和ケア病棟）」「その他」で回答を求めたが，
今回は「自宅」と「自宅外」で集計を行った。

療養したい場所「自宅」「自宅以外」と性別，
年代，同居家族人数の違いの関係をみるためχ 2

検定を行った。女性は男性に比べて有意に「自
宅以外」を望む人が多かった。年代別や家族人
数と療養したい場所（自宅と自宅外）との有意
な差はみられなかった（表３）。

図１．療養場所の希望理由（複数回答）
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４．終末期療養希望場所の理由
　終末期療養希望場所として該当項目を選んだ
理由を「住み慣れたところが良い」「医療の専
門家が近くに沢山いて安心」などの 7 項目で回
答を求めた（図１）。全体では「住み慣れたと
ころが良い」「医療の専門家が近くに沢山いて
安心」の 2 項目で，約半数を占めた。
　終末期療養希望場所「自宅」「自宅外」別に
みると，「自宅」を選んだ人は「住み慣れたと
ころがよい」が，男性 55 人（82.1％），女性 59
人（88.1％）と男女とも最も割合が高く，次に「家
族に看取られたい」がそれぞれ 29 人（43.4％），
30 人（44.8％）と高かった。「自宅以外」を選
んだ人は「医療の専門家が近くにいて安心」が
男性 37 人（50.7％），女性 63 人（52.5％），「身
の回りのお世話をしてもらえて楽」が男性 28
人（38.4％），女性 37 人（30.8％）であり、男
女とも終末期療養場所として自宅を希望する人
も自宅以外を希望する人も，その理由の上位２
つは同じだった。しかし，自宅以外を選んだ人
で 3 番目に割合が高い項目は，男性では「住み
慣れたところがよい」19 人（26.0％）であるの
に対し，女性では「専門家に看取られたい」35
人（29.2％）だった。

Ⅳ．考　　察

１．理想とする死
　本調査では，島根県の江津市に暮らす 350 名
の中高年者が考えている「理想的な死にとって，
重要なこと」が明らかとなった。それは男女と
もに「周囲に迷惑をかけない」「苦痛が少ない」

「闘病生活が短い」という内容だった。上野は，
「高齢者にとって深刻な問題は，老いるという
経験に対する自己否定感であり，その中には他
者から介護を受ける依存的な状態を受け入れに
くいという感情が大きな部分を占めている。…
中略…看護者の迷惑に対する思いやりと自分が
相手から厄介視されることへの悲しみや怒り
が『迷惑をかけたくない』という気持ちの中に
ある」と述べ（上野，2011），介護を受ける依
存的な生活を送ることに対する自己否定感と自
立困難による周囲からの厄介視が「周囲に迷惑
をかけたくない」という心情を作り出している

ことを説明している。今回の調査でも同様な心
理があると考えられる。また，年代別にみても
７割以上の人が周囲に迷惑をかけない最期を望
んでいることから，高齢期に入る前から，周囲
に迷惑をかけないことを重視する文化があると
考えられる。浅見はこれを「集団的死生観」と
いう言葉で説明し，集団内での役割や職務が個
人の意志より優先する日本文化について説明し
ている（浅見，2007）。また「闘病生活が短い」
最期を望んでいることから，単なる延命を望ま
ず終末期においても QOL の高い生活を望んで
いることが伺える。

２．理想とする死と療養場所
　理想的な死にとって重要なことの回答は，男
女に差が見られなかったが，療養したい場所に
ついては女性は男性に比べて有意に「自宅外」
を望んでいた。女性が自宅外を望んだ理由とし
て，「医療の専門家が近くにいて安心」「身の回
りのお世話をしてもらえて楽」「専門家に看取
られたい」の割合が高く，家族に依存しない自
宅外での医療の場に対する期待が伺えた。

３．島根県江津市民の終末期療養ニーズ
　厚生労働省は，患者の意志を尊重した望ま
しい終末期医療のあり方について検討するた
め「終末期医療に関する調査検討会」を置き，
平成 10 年から住民等の意識調査を実施してい
る。その結果をみると，終末期医療に関心を
もっている人は平成 10，15，19 年度調査で毎
回約 80％であり，高い割合を示している（厚
生労働省，2010）。また，できるだけ自宅で最
期まで暮らしたいと考えている人は 57.7％（平
成 10 年度），58.6％（平成 15 年度），63.3％（平
成 19 年度）と増加してきている（厚生労働省，
2004・2012）。それは，最期まで住み慣れた環
境で，馴染みの人に囲まれ，自分らしく生活し
たいという気持ちを表していると考えられる。
　しかし，今回の調査では自宅以外での終末期
療養を望む女性が多く，医療資源に恵まれない
中山間地域において，家族に依存しない医療に
対する期待が伺えた。高齢期の中山間地域での
暮らしの厳しさや配偶者に対する期待の低さ，
独居になるであろう事も予測しての回答である
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と捉えられるため，今後対策を検討する必要が
あろう。

Ⅴ．結　　論

１．江津市の中高年者の理想とする死にとって
重要なことは「周囲に迷惑をかけない」「苦
痛が少ない」「闘病生活が短い」であり，最
期まで QOL の高い生活を望んでいる。

２．女性は男性に比べて，終末期療養場所を「自
宅以外」に求め，家族に依存しない医療の場
に期待している。

３．周囲に迷惑をかけたくないことを重視する
文化をもち，最期まで生活の質を大事にした
いというニーズに対応した終末期ケアについ
て，今後検討が必要である。
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